
第３３回東海外来小児科学研究会のご案内 
 

謹啓 時下、先生方におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 
さて、この度下記の要領にて第３３回東海外来小児科学研究会を開催します。例年通り後期研究会はワーク
ショップ（以下ＷＳ）での開催となりますが、今回はＷＳ３が第 15 回全国病児保育協議会あいちブロック交
流集会と共催となります。 
 ＷＳ１は風邪診療をテーマに対象は医師、ＷＳ２はコメディカル向け、ＷＳ３は全職種対象です。皆様の
理解を深め、よりよい診療に生かして頂ければ幸いです。なお、今回は 9月に三重県で外来小児科学会年次
集会が開催されるため、岐阜・愛知が中心となって開催します。参加は東海外来小児科学研究会・日本外来
小児科学会員に限りませんので、多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

敬白 

 

【開催要綱】 
日時：平成２９年１０月２９日（日）  
１３時３０分～１６時３０分 （１３時開場） 

会場：愛知県産業労働センター ウインクあいち  
（WS-3 のみ 11 時 30 分開始） 

〒450-0002  
愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38 
TEL: 052-571-6131     
FAX: 052-571-6132 
   http://www.winc-aichi.jp/ 

 
                           
【ＷＳのテーマ】 

１  風邪診療を考える（1307 会議室） 

２  “子どものみかた”とそれを活かした“クリニックで必要なトリアージ”(1309 会議室) 

３  病児保育に取り組んでみませんか (1002 会議室) 

   （第 15 回全国病児保育協議会あいちブロック交流集会と共催、別添プログラム参照、 

 WS3 のみ開始午前 11 時半、ランチョンセミナーがあり事前申し込みが必要です） 

 

１. 当日参加費として医師の方は3000円、コメディカルの方は1000円受付で申し受けますのでご了承ください。 

ただし、ＷＳ３は共催ですので、参加費は徴収しません。開始時刻も異なります。 

２. 当日のＷＳ１，２の受付開始は13：00 からです。ＷＳ の開催時間は13：30～16:30 となります。 

３. WS3の開始時刻は11時30分、ランチョンセミナー参加には事前申し込みが必要です。締め切りは9月1日とあり

ますが、まだ大丈夫です。弁当の数に限りがありますので不足した場合はご容赦ください。 

４. 原則として当日参加は可能ですが、会場の都合上定員以上になった場合参加できないことがあります。 

５. 今回も総合討論はありません。次回研究会は平成30年（2018年）4月1日開催予定です。 

６. 小児科専門医制度は新制度に移行し、今回のＷＳは認定単位の対象外となります。 

 

東海外来小児科学研究会世話人 

愛知県 大西正純 近藤康人 佐野洋史 嶋 康子 千原 克 

 川井 進 松川武平 鈴木研史   

岐阜県（担当県） 矢嶋茂裕(代表） 浅井俊行 木全かおり 蜂谷明子  

三重県 落合 仁 稲持英樹  梅本正和 西村美鈴 近藤 久（事務局）

 上荷裕広     



ＷＳ－１ 

テーマ 「 風邪診療を考える 」 

 

リーダー  ；矢嶋茂裕（医、矢嶋小児科小児循環器クリニック、岐阜市） 

サブリーダー；坂田顕文（医、さかたこどもクリニック、一宮市） 

       

抄録 

 抗菌薬適正使用が叫ばれていますが、みなさんはどのような基準で、どのような抗菌薬を使っていますで

しょうか。現在は極力抗菌薬を使わない考えと、抗菌薬を基本的には処方する考えに二極化しているので

はないかと感じます。また、鎮咳剤、抗ヒスタミン薬などの処方についても議論の余地があります。 

 今回のＷＳでは、抗菌薬を使う根拠として白血球数、ＣＲＰなどを測定しているか、その判断基準はどうか、

なども含めて、風邪診療を抗菌薬と風邪薬の 2 点についていくつかの診療所の診療内容を紹介していただ

き、いろいろな外来診療のあり方を議論したいと思います。また余裕があれば以前に取り上げた中耳炎の診

療についても意見交換できればと思います。 

 

ＷＳ－１「風邪診療を考える」に 

 

参加する   アンケートのみ回答   不参加 

 

お名前                

所属                 

電話番号              ＦＡＸ番号             

メールアドレス        ＠       

 

返信先 矢嶋小児科  fax. 058-240-5130    yyy@ip.mirai.ne.jp 

（TEL 058-240-5666 ） 

 

アンケートは web 上でも回答できます（その際は紙での返信は不要です） 

ファックスでの返信はこのページとアンケートページの両方を送ってください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScATncUUzrFEKlcjj83qapK3tmHzNRu2-

oH867OZNUviVmGFQ/viewform 



 WS-1 風邪診療を考える  アンケート 

 ファックス、メール添付、web 上 いずれかでお答えください 

 返信先 矢嶋小児科  fax. 058-240-5130  または  yyy@ip.mirai.ne.jp 

  
Q1.  開業医ですか、勤務医ですか。 

開業医（院長）  開業医（院長以外）  病院勤務医   

その他                

 

Q2.  年齢は 

20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 以上 

 

Q3．  主たる診療科は 

小児科  内科  耳鼻科   その他（       ） 

 

Q4.  開業医の場合、開業してからの年数をお答えください 

開業後      年 

 

Q5.  開業医の場合、末梢血、CRP 分析装置を導入していますか 

両方ある   末梢血のみ   CRP のみ   どちらもない 

 

Q6.  上気道炎症状の患者さんに抗菌薬はどの程度の割合で処方しますか 

ほとんど出す  よく出す  半々  あまり出さない   ほとんど出さない 

 

Q7.  いわゆる風邪薬（咳止め、抗ヒスタミン薬、去痰剤）は処方しますか 

ほとんど出す  よく出す  半々  あまり出さない   ほとんど出さない 

 

Q8.  中耳炎診療のスキルを自身で判断すると 

かなり自信あり   まあまあ自信あり   たぶん大丈夫 

あまり自信ない   ぜんぜん自信なし   そもそも診ない 

 

Q9.  使用頻度の高い内服抗菌薬を３つ選んでください 

フロモックス  メイアクト  セフゾン  トミロン  クラバモックス 

AMPC   クラリス   ジスロマック   オゼックス   オラペネム 

 

Q10. この WS にご意見、ご要望等ありましたら自由に記載してください 

 

                                   

                                  



ＷＳ－２ 

「小児科クリニックの看護師に必要な子どもの初期評価と対応」 

 

リーダー ：鈴木研史（医、竜美ヶ丘小児科、岡崎市） 

サブリーダー ：野村さちい（小児救急看護認定看護師、竜美ヶ丘小児科、岡崎市）、 

    浅井俊行（医、きっずクリニックありす、可児市）、 

 上荷裕広（薬、すずらん調剤薬局、亀山市） 

 

 限られた医療機材とスタッフの中でのクリニックで、緊急性の高いまたは重篤な患者にいかに早くたどり着

き、慌てずに評価し行動することがは重要です。まず何をみて、どう考え行動するか。子どものみかたの基礎

を学び、看護師の視点での問診・トリアージ、ホームケア、事務スタッフ等の連携のポイントを参加者の交流

を交え一緒に学びましょう。興味のある方は、事務スタッフなど看護師以外の方の参加も大歓迎です。自施

設での経験を教えていただけるとありがたいです。 

 

・・・予定している内容・・・ 

 

① PALS、PEARS、JPLS のエッセンスを事例を通した“子どものみかた” 

② 待合室での問診・トリアージ”と“ホームケア” 

③ 看護師と事務との連携に必要なポイント 

 

 

アンケートは web からも回答可能です。 

重複して回答しないようにお願いします。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeAu7OaAwBrmG2YS-DKfVHWW5oTJmQCL8S_-oqjOlZgAjHRzg/viewform 

下の QR コードからも回答可能です。 

 

 
  



 

参加者アンケートがあります。ご回答をよろしくお願い致します。 

 

ＷＳ-２「小児科クリニックの看護師に必要な子どもの評価と対応」 

 

参加する  参加しない  未定 

 

Q1.トリアージを行っていますか？ 

  は い ・ いいえ 

  トリアージの内容： 

 

 

Q2.ホームケア指導を行っていますか？ 

  は い ・ いいえ 

  内容： 

 

Q3.以下の受講歴はありますか?（いずれかに◯をつけてください。）  

  BLS ・ PEARS ・ PALS ・ な し 

 

Q4.職種をお答えください 

  看護師 ・ 薬剤師 ・ 事務スタッフ 

   その他： 

            

 

名前：           ． 

 

所属：           ．   

 

電話：            FAX：          ．  

 

メールアドレス：         ＠         ．   

 

返信先 竜美ヶ丘小児科 鈴木 研史 FAX：0564-58-6275 

（TEL 0564-53-3777 ） 
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あいちプﾛｯｸ交流集会
(愛知･三重･岐阜･静岡合同研修会；

※今回は､東海外来小児科学研究会とのｺﾗポで行います。（隣室で開催：

日時201フ年10月29日②11時30分～16時30分

痔

場ウインクあいち’0階【部屋番号’002】
住所：愛知県名古屋市中村区名駅4-4-38電話番号：052-571-6131

*2R名古屋駅の桜通口からﾐﾂドﾗﾝドｽｸｴｱ方面徒歩5分*UNIMALL地下街の5番出口より徒封

妙会

プログラム

11時40分～総会

11時50分～ランチョンセミナー

（お弁当がでます｡）

ワタチンとイシブルヱンザについて〈振題）

「二lジャパ鞍ワタチン

12時30分～14時00分特別講演1

『食青』で子ども②体と心と生き
名古屋短期大学操育科教授

ろ力壷青む

小川雄二先生

14時00分～15時30分特別講演2（実習）

楽しい折り紙あそびと折り紙の壁面飾り
★★蚕り紙俳毒★★

いまいみさ先生

※同時進行で別室（10階1004）にて、

施設長・責任者の懇談会

[申込受付先･問い合わせ］

ｺｽﾓｽこどもｸﾘﾆｯｸ・なずな病児保育室

住所：愛知県名古屋市緑区細口3丁目531

;:|FAX:052-877-7595

15時30分～16時30分分科会及び終わりの会

お申込は裏面をご覧ください。

締切は､9月1日まで
※トイレ休憩の時間がたいため、各自でとるようにお願いいたしま手



第15回全国病児保育協議会

あいちブロック交流集会
(愛知・三重・岐阜・静岡合同研修会）申込用紙

参加ご希望の方はこの申込用紙をFAXで送ってください。

お申し込み締め切り2017.09.01㈲まで

FAX052-87ﾌ-7595

コスモスこどもクリニック・なずな病児保育室前田敏子行

参加施設名

折り紙あそびと同時進行の懇談会

参加者氏宅 職種 出席される方に 圧をつけてください
折り紙あそび 懇談会

［ E

［ に

［ に

［ に

［ 仁

［ 仁

［ に

［ に

ご不明な点などございましたら コスモスこ どもクリニック・なずな病児保育室（前田敏子）までご連絡ください

よろしくお願い申し上げます。

[問い合わせ先］ｺｽﾓｽこどもｸﾘﾆｯｸ･なずな病児保育室電話番号：052-877-7588


